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この ゲー ム に つい て 


この ゲー ム は 1993 年 に 台湾 の パン ダ エ ンタ ー テ イメ ント (熊猫 軟体 公司 ) より 発売 され た 「 三 国 
ERNA) Á を イマ ジニ ア 株 式 会 社 が 日 本 の NEC PC9801 シ リー ズ 向 け に 移植 し た も の で す 。 
台湾 の パソ コン ゲー ム 市 場 は 近年 ます ます 活況 を 呈し て お り 、 パ ンダ エン ター テイ メン ト も そこ 
で 活躍 する ソフ ト ハ ウス の 一 つ で す 。 イ マジ ニア は これ まで 欧米 の タイ トル を 中 心 に 移植 を 行 
か な っ て きま し た が 、 こ の ГЕЕВ | は アジ ア 圏 か ら の 初 の 移植 と いう こと で 、 こ れ を きっ 
か け に アジ ア の パソ コン ゲー ム 市 場 の 活況 を 製品 を 通じ て 皆さん に 人 御 紹介 する こと が で きれ ば 幸 
いで す 。 
イィ マジ ニア 開発 ディ レク ター 古郡 Á 


日 本 語 版 制作 スタ ッ フ 
ディ レク ター  : 古郡 弘 
制作 指揮 ・ 中 川 淳 (グレ イト ) 、 石 黒 征 明 (MBA) 
プロ グラ ミン グ : 川勝 誠治 
ドラ イ バ ー 制 作 : 川原 啓 信 
デザ イン ・ 道 園 EK 


1. ゲー ム を は じ め る 前 に 


1-1. 商 品 構成 | 
PC9 8 0 1 シリ ー ズ [= ЮУ #3] 製品 パッ ケー ジ に は 、 以 下 
の 商品 が 同 机 きれ て いま す 。 


三國 武将 争 畔 ディ スク 1 
=BIRf$ 7 1 A 2 
ユー ザー ズ マ ニュ アル 
ユー ザー 登録 は が き 


х | 三國 武将 争覇 起動 ディ スク | は 、 |2. ゲー ム の 準備 ] の 手順 
に し た が っ て 作成 し ます 。 | 


1 -2. 動 作 環境 


ハー ド デ ィ スク 専用 で す 。 ハ ー ド ディ スク 空き 容量 が 5MB 以 
上 必要 で す 。 

メイ ン メ モリ 1.6MB 以 上 必要 で す 。 

CPU は 386SX 以 上 で 動作 し ます が 、 快 適 な ゲー ム の た め に は 
486SX 以 上 を お 薦め し ます 。 

PC-9801 ン シン リーズ に は 256 色 表示 可能 な グラ フィ ッ ク ボ ー ド 
が 必要 で す 。 

アナ ログ RGB 対 応 高 解像度 カラ ー デ ィ ス プレ イ が 必要 で す 。 
音源 は IPC-9801-86] (PC-9821 シ リー ズ ぐ B シ リー ズ 以 外 タ 
に は 標準 装備 ) に 対応 し て いま す 。 

純正 ドラ イブ 以外 で の 動作 保証 は で きか ね ます 。 


2. ゲー ム の 準備 
2-1.「 三 國 武 持 争 覇 起動 ディ スク 」 の 作成 
= ЛШ ШУ 1 А?] を 作る た め に 、 新 し い ブ プラ ンク ディ スケ ッ ト を 1] 


枚 用 意 し て くだ さい 。 この ディ イス ケッ ト を システム フォ ー マ ッ ト す る 手順 を 説明 
ます 。 


1) ハー ド デ ィ スク ドラ イ プ か ら MS-DOS を 起動 し ます 。 
2) FORMAT と 入力 し 、 リ ター ン を 押し ます 。 


3) フォ ー マ ッ トコ マン ド の 画面 が 出 た ら 、 装 置 に フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を 選択 し 
て リタ ー ン を 押し ます 。 


4) ドラ イブ に 用 意 し た ブラ ンク ディ スケ ッ ト を 挿入 し 、 シ ステ ム 転 送 を する 設 
定 に し て 「 実 行 ] に カー ソル を 移動 し 、 リ ター ン を 押し ます 。 


終了 の メッ セー ジ が 出 た ら 、 フ ォ ー マ ッ ト メ ニュ ー を 終了 し て くだ さい 。 こ の 
ディ スク を これ か ら 「 起 動 デ ィ ス ク | と 呼び ます 。 


2-2. ハ ー ド ディ スク イン スト ー ル の 方 法 


1) ÍBR: #DISK1) を ディ スク ドラ イブ の 1 に 入れ 、 カ レン トド ラフ ライブ 
を ディ スク ドラ イブ に 移動 し ます 。 

А> В: (07-7) 

В> 


2) INSTALL КАЛ) - ж-ж Е. = А}#4И00ОЮ1УАКЮ—уп 
グラ ム が 起動 し ます 。 
B> INSTALL ()3-7) 


3) 「 イ ンス トー ル の 準備 は いい で すか ?」 の 表示 で 、 起 動 デ ィ ス ク の 準備 が で き 
て いれ ば 「 は い 」 を 、 で き て いな けれ ば 「 い いえ 」| を 選択 し ます 。 


4) 転送 元 フ ロッ ピー ドラ イブ を 聞い て きま す 。 (BR = ЯЛО15К 1 」 が 挿入 
され て いる ディ スク ドラ イブ が 選択 きれ て いれ ば | はい | を クリ ッ ク し て 下さ 
い 。 ドラ イブ の 変更 を 行い た い 場 合 は 「 い いえ | を 選択 し 、 希 望 の ドラ イブ を 選 
択 し て 下 き い 。 

5) 転送 先 ド ライ ブ を 聞い て きま す の で 、 正 し い ハ ー ド ディ スク の ドラ イブ が 選択 
され て いれ мыл лы у > 
は $ と 同様 に 変更 で きま す 。 


6) | グラ フィ ッ ク ド ライ バ は NEC 製 で よろ し いで すか ?」 と 聞い て きま す の 
で 、PC-9821 シ リー ズ を お 持ち の 方 は その まま 「 は い | を 、PC-9801 シ リー ズ に グ 
ラフ ィ ッ ク ・ ア クセ ラレー タ ボ ー ド を 装着 し て いる 方 は 「 い いえ 」 を クリ ッ ク し 
て くだ さい 。 

7) 6) で 「 い いえ 」 を クリ ッ ク し た 方 は 、 ご 自分 の グラ フィ ッ ク ・ ア クセ ラレー 
タ ボ ポ ボー ド の メー カー を 選択 し て 、「 は い 」 を クリ ッ ク し て くだ さい 。 


8) 「 イ ンス トー ル を 開始 し ます か ? |] と 表示 きれ た ら 「 は い | を 選択 し ます 。 


9) まず 起動 ディ スク を 作成 し ます 。 準備 し た 「 起 動 デ ィ ス ク ] を ドラ イブ に 入れ 
て マウ ス の ボタ ン を クリ ッ ク し て 下さ い 。 
ここ で ンス テム フォ ー マ ッ ト 済 み デ ィ ス ク の 準備 が で き て いな けれ ば 、 イ ンス 
トー ル は で きま せん 。 起動 ディ スク の 準備 は [起動 デ ィ ス ク の 作成 ] を ご 覧 下 
さい 。) 


10) fT TRS ÆDISK1J を 挿入 し て くだ さい 。 あ と は 画面 の 指示 に し 
た が っ て 、 TBR: $ÆDISK21 と の 入れ 茜 え を 行っ て くだ さい 。 


11) 終了 後 イ ンス トー ル は 完了 で す 。 起動 ディ スク を ディ スク ドラ イブ に 挿入 し 
て リセ ッ ト し て 下さ きい 。 ゲー ム が 起動 し ます 。 


ゲー ム の 終了 方 法 は メイ ン メ ニュ ー の | 郊 甲 還 卿 ] ( 免 を 脱い で 故郷 に 帰る 、 の 
意味 。) を 選択 し て 下さ い 。MS-DOS に 戻り ます 。 


з. 三國 武将 争覇 の 遊び か た 
3-1. メ ニュ ー の 説明 

1) 統一 天下 と うい つて ん か | 
マッ プ 攻 略 モ ー ド で す 。 プ レイ ヤー は 和 件 の үү? 
五 虎 将 を 使っ て 曹操 と 配下 の 武将 や 呂布 が 
守る 拠点 を 攻略 し な けれ ば な り ま せん 。 はじめ に 出 て くる 雑兵 を 倒 
し 、 マ ッ プ の 守 将 に 一 騎 打 ち を 挑み ます 。 一 定時 間 の うち に 守 将 を 
倒せ な いと 、 雑 兵 が 何 度 も 出 て きま す 。 






2) Ái iii ぶし ょ うそ う は 
勝ち 抜き 戦 で す 。 暫 の 五 虎 将 、 曹 操 と 配下 の 武将 、 品 布 の 誰 で も 選 
択 で きま す 。 


3) EAHNR そう じん た いけ つ 
2 人 対戦 モー ド で す 。 キ ー ボ ポー ド の アル 
ファ ベッ ト 側 と テン キー 側 で それ ぞ れ 操作 


し ます 。 


4) 配備 設定 は いび せっ て い 

環境 設定 モー ド で す 。 キ ー ボ ー ド の アル 
ファ ベッ ト 側 と テン キー 側 の 割り 振り を 変 
更 し た り 、 ゲ ー ム の 難易 度 を 変更 し ます 。 | 結束 ] で メニ ュー に 戻 


り ま す 。 





5) ННЯ и し ゃ こう か ん ご う 
ゲー ム を 終了 し て MS-DOS に も どり ます 。 


3-2. 基 本 操作 


アル ファ ベッ トキ ー 側 と テン キー 側 の キー アサ イン は それ ぞ れ 以下 
の 様 に 設定 され て いま す 。 機能 の 説明 は アル ファ ベッ トキ ー 側 が 左 
か ら 右 に 、 テ ン キ ー 側 が 右 か ら 左 に キャ ラク ター を 操作 し て いる 状 
態 を 想定 し て いま す 。 戦闘 中 に キャ ラク ター の 向き が 入れ 違う と 、 
方 向 キ ー の 機能 も 遡 向き さ に な り ま す 。 これ は 技 に 関し て も 同様 で 
す 。 


ぐ ア ルフ ァ ベ ッ ト 側 > < ぐ テ ン キ ー 側 > 


バン チ キッ ク 真 上 に ジャ ンプ a 4 Í 007 


E (Ca. з / 8 O Jassrs, 
анк A DE Ger [56 と 4。 た め る 
экеле АСУ) BG ner: 


し ゃ が む し ゃ が む 


武将 選択 か 戦闘 中 に 押す と 中 断 で きる 。 
以下 の 中 断 メ ッ セ ー ジ が ある 。 


臨 陣 脱 逃 りん じん だ っ と う 
戦場 か ら 逃 げ 出 す 意味 . ГЕЈ TEXIT: 
寧 死 不屈 ね いし ふく つ / RARE と うか と うこ う 


ゴン テイ = ググ 終了 
3-3. 必 殺 技 の 入力 
必殺 技 は 、 武 将 と 必殺 技 の 紹介 の と ころ で すべ て の 技 に つい て 入力 
方 法 と 説明 を 記し て あり ます 。 ア ルフ ァ ベ ッ ト キ ー 側 が 左 か ら 右 に 
攻撃 する 場合 を 想定 し て あり ます の で 、 逆 向き の と き は キー アサ イ 
ン を 参考 に 左右 を 入れ 替え て 入力 し て くだ さい 。 
< 凡例 > 


DCO 


р->б-—> 1 の 順に 入力 


eG=U 


D、G ど ちら か 一 方 と 1 を 入力 (は 投げ 技 の 場合 し ば し ば 登場 し ます ) 


ы] 


4. 武将 と 必殺 技 の 紹介 
関羽 

FH EK. 三国志 演義 に 記述 きれ て いる 彼 の 顔 は 大 変 ズ ニーク で 「 秦 の よう な 
まつ げ 、 丹 風 の よ うな 目 、 赤 ら 顔 に 長い 顎 疾 ] と 描写 きれ て いる 。 立 派 な 体格 で あ 
り 美男 子 。 更 に 忠義 を 重んじ た の で 今 で も 全 中 国人 民 の 尊敬 の 念 を 集め て いる 。 

関 衛 と 張飛 と 劉備 は 義兄 弟 の 杯 を 交わ し て お り 血 の つなが っ た 兄弟 より も 親 し 
い 。 まな た 曹操 の 捕 虎 と な っ た こと も ある が 、 曹操 は 関 妃 を 裏切ら せる た め に 「 戦 闘 
の 前 に 金 を 与え 戦闘 の 後に 銀 を 与え ] また 、 美 女 と 官位 を も 与え 、 捕 虜 と は 思え な 
い 厚 いも て な し を し た が 、 劉 備 へ の 忠義 は 揺 る ぐ こと が な か っ た 。 そ し て 隙 を 見 て 
看 操 の も と を 逃げ 出し 劉備 の も と に 帰還 し た の で ある 。 曹操 と いえ ども 手 の う ちよ 
う が な く 、 唯 関 交 を 褒め て 「 も と の 君主 を 忘れ ず 、 態 度 が 明確 で ある 。 関 居 こ そ 本 
物 の 豪 父 で ある 」 と 語る だ け で あっ た 。 

関 状 は 義 を 重んじ た だ け で な く 武 勇 に 秀 で て お り 、 一 世 を 風 放し 敵 が その 名 を 聞く だ け で 肝 を ぬか 
す は ど で あ っ た 。 例 えば 曹操 の 捕虜 に な っ た と き 、 曹 操 の た め に 哀 紹 の 配下 の 名 称 で ある 顔 良 ・ 文 醸 
と 戦い 勝利 し た 。 ま た 曹操 の も と か ら 劉 備 の 処 へ 帰還 する 途中 で 五 つ の 関所 を 突破 し 、 守 備 を し て い 
る 六 人 の 将軍 に 勝っ た 。 更 に 一 人 で 呉 の 箇 鹿 と 出会っ た と き 、 角 粛 は 関羽 の 気 に 圧 倒さ れ て 莉 州 を 奪 
い 取 る 計画 を 一 次 断念 し た の で ある 。 これら の 物語 は 後々 の 人 々 が 語り 継い で きた も の で ある 。 諸葛 
完 間 明 が 痢 州 の 守備 を 関羽 に 命令 し た と き 「 北 の 曹操 を 拒み 東 の 攻 権 と 和 す 」 と 関羽 に 説い た 。 し か 
し 関 装 は 孔明 の 言う こと を 守ら な か っ た の で ある 。 敵対 し て いる 曹操 軍 の 曹 仁 と 孫権 軍 の 呂 革 は 取る 
に 足ら な いも の で 、 考 應 する こと は 全く な い 。 関羽 は 曹 仁 を 討伐 する た め に 痢 州 城 を 出 て いる 隙 を 忠 
款 に 突 か れ 、 関 羽 軍 は 奇 毅 さ れ 痢 州 と 自ら の 命 を 失っ た の で ある 。 








うつ い 
青 月 刀 で 足 え に 投げ と ば す 。 近 
くに いる 敵 を 撃退 する 必殺 技 。 
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же HEZ RFI b TC 黄巾 の 乱 に 敵 を 全 減 せ し め 
席 年 関 に あっ て は 敵 を 岩 え お の の か せ 長 板橋 に あっ て は 河 流 を 逆 巻 か せ 
厳 顔 を 下 し て 和久 の 境 を 安 ん じ 張 を 欺 き て 関 中 を 平定 す 


呉 を 伐 つ こと 未だ 成 さ ざる に 身 を 減 ぽ し て 無念 の 思い を 秋 の 大 地 に 残し た り 


上 の 詩 は 張飛 の 一 生 を その まま 表し て いる 。 三国 志 演 義 の 小説 の 中 で は 張飛 は た 
だ 勇猛 な だ け の 将軍 と し て 描か れ て いる が 、 史 書 の 記述 に よる と 、「 張 飛 は 勇猛 で 
ある が 、 配 下 の 兵 士 を 棒 で 打つ と いっ た 粗暴 な 面 が 関羽 と 異な る 。」 と され る 。 ま 
た 、 意 外 や 彼 に は 書道 に 秀 で た 一 面 が あっ て 、「 八 漂 山 碑 ] の 様 に 、 後 生 の 書 家 志 
願 者 が 模範 と する 筆跡 を 残し て も いる の で ある 。 義兄 の 関羽 は 、 次 の 一 言 で 、 張 飛 
の 武田 を 最も 明白 に 言い 表し て いる 。 「 我 が 弟 の 張 押 徳 に と っ て は 、 百 万 の 敵 軍 の 直 中 か ら 敵 将 の 首 
級 を 挙げ る こと な ど 、 た だ 単に 袋 の 中 の 物 を ひょいと 取り 出す が 如く で す よ 。」 この 言葉 を 聞い た 曹 
操 は 、 そ れ 以 後 「 張 飛 」 の 名 を 警戒 すべ き 者 の 第 一 と し て 脳裏 に た た き 込 むこ と に な る 。 

曹操 が 劉備 を 追っ て 長 板 格 に さしかかっ た と き 、 こ の と き 劉 備 の 軍勢 は 曹操 の 軍 の 十分 の 一 に も 満 
た な い 少 人 数 で あっ た 。 ま さ に 危急 存亡 の 時 で あっ た が 、 こ の と き し ん が り を 務め た 張飛 は た だ 一 騎 
で 橋 の 上 に あり 、 小 さ な 川 を 間 に 挟 ん で 曹操 の 大 軍 と 向かい 合っ て いた が 、 大 声 で 名 乗り あげ た の で 
ある 。 「 燕 人 張 細 徳 こ れ に あり ! さあ 、 こ の 俺 と 温 お うと 言う 奴 は 誰 だ あ ! 」 これ を 聞い て 、 曹 操 自 
身 、 わ ず か の 間 だ が 配下 の 武将 た ちの 中 に 紛れ て 身 を 隠し て し まっ た し 、 誰 一 人 と し て 組 飛 の 挑戦 に 
応じ よう と 言う 者 は いな か っ た 。 副将 の 夏 候 低 など 、 張 飛 の 気迫 に 驚い た あま り 、 シ ョ ッ ク 死 し て し 
まっ た と 言う こと で ある ! これ で は さしも ゃ の 曹操 の 大 軍勢 も 、 算 を 乱 し 、 志 気 は 砕け 、 と う て い 作戦 
どこ ろ で は な い 。 兵士 た ち は 一 斉 に 身 を 翻 し て 、 バ ラバ ラ に 逃げ 出す 有り 様 だ 。 劉 備 の 軍 に 後 わ ず か 
と いう 所 まで 追い つき な が ら 、 張 飛 の た め に 軍勢 を か き 乱 され た 曹操 は 、 し ば し 追撃 を 中 断 す る 羽目 
に な っ て し まっ た の で ある 。 劉備 は ほっ と 一 息 つ く こ と が で きた 。 張飛 は 酒 が 入る と 、 と た ん に 粗暴 
に な っ て 、 部 下 を 棒 や 鞭 で 打ち 据え る こと が あっ た 。 こ の 様 な 日 頃 の 行い の せい も あっ た の だ ろう が 、 
関 状 が 呉 の 孫権 に 殺さ れ た 後 、 張 飛 は 亡き 義兄 を 介 ん で 連日 酒 浸 り と な り 、 酔 い に ま か せ て 部 下 を 打 
ち 据 える 日 々 を 送っ た 。 つ い に 虐 待 に 樹 え きれ な く な っ た 配下 の 池 天 と 張 達 は 、 酔 っ て 眠り こけ た 張 
飛 の 寝 首 を か き 、 首 級 を 持っ て 上 呉 に 逃げ 込ん だ の で あっ た 。 関羽 と 張飛 の 両 桂 を 失っ て 、 劉 備 の 漢 室 
復興 の 悲願 達成 は ます ます 遠のい て し まっ た 。 桃園 の 
誓い より 数 十 年 の 契り を 経て きた 兄弟 を 失っ た 悲し み 
の た め に 、 我 を 忘れ た 劉備 は 、 軍 師 た る 孔明 の 諫 め を 
も 聞き 入れ ず 、 本 来 曹操 と の 戦い に 使う べき 兵 を 、 全 
て 呉 に 対し て 振り 向け て し まっ た 。 そ し て 、 そ の 結果 
は ・・・ 陸 用 の 策 に か か り 、 再 起 不能 に 近い は どの 履 
敗 を 喫する 事 と な っ た の で ある 。 劉備 は この 後 、 義 弟 
た ちの 後 を 追う よう に し て 世 を 去っ た 。 「 我 ら 生 まれ 
し 日 は 異な れ ど も 、 願 わく は 同年 同月 同日 の 死 





今日 まで も 伝わる 、 こ の 碑 い の 言葉 の よう に ・ 
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EE ほう あつ つい 

敵 を 担 さ 上 げ 、 その まま ジャ ンプ し て か ら 全 身 の 力 
て 地面 に 叩き つけ る 必殺 技 。 淫 と 心中 する よう に 
АИ 二 重 の ダメ ー ジ を 与え る 事 が で きる お そろ 
で ある 。 








ば くれ つけ 
殺 技 。 気 を 集め て か ら 敵 を 捉え 、 爆 発する 火薬 の 
身 の 気 を 敵 に 放出 する 。 爆裂 拳 の 攻撃 を 受け た ら 
ら な いで あろ う 。 
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総合 的 に 評価 する と 、 劉 備 の 配下 の 五 虎 将 の 中 で は 、 や は り 趙 雲 が 第 一 で あろ 
う 。 長 板橋 の 戦 で 劉備 の 幼児 の 命 を 救っ た こと で 有名 で ある が 、 彼 は 勇敢 な だ け で 
><, Жж: ОСЬ. 幾度 と な く 戦 役 に 参加 し て 、 軍 功 を 
上 げた 事 は 数 知れ な い 。 劉 備 が 流亡 生活 を し て いた 頃 に 始ま り 、 赤 壁 の 戦い 、 痢 州 
攻略 、 西 川 入り 、 南 訟 討伐 、 諸 葛 孔 明 の 中 原 北伐 と 、 趙 雲 は 劉備 の 陣営 に あっ て 、 
常に 不可 欠 の 中 心 人 物 で 有り 続け た 。 

曹操 は 哀 紹 を 打ち 破っ て 、 北 方 を 統一 し た 後 、 五 十 万 の 軍勢 を 自ら 率い て 劉備 を 
打倒 し よう と し た 。 こ の 時 劉備 に は わずか に 三 千 騎 の 兵 馬 が あっ た の み で ある 。 @ 
操 の 大 軍 に 対 時 する こと な ど 、 と う て い 無理 と いう も の で あっ た 。 た だ 痢 州 全 城 の 
民 百 姓 を 連れ 、 ひ た すら に 逃れ る し か な か っ た 。 そ し て 長 板 城 に お いて 曹操 軍 に 追 
いつ か れ た 時 、 劉 備 は まだ 乳児 で あっ た 一 子 の 阿 斗 と 、 妻 の 氏 を 、 乱 軍 の 中 で 見 失っ て し まっ た の 
で ある 。 二 人 の 行方 は な か な か 判ら な か っ た が 、 趙 雲 は 敵 中 を た だ 一 騎 で 切り 抜け て 、 阿 斗 の 身 を 救 
出し て 劉備 の 元 に た どり 着い た 。 敵 軍 を 突破 し た と き 、 彼 の 全身 は 敵 兵 の 返り 血 で 紅 に 柴 ま っ て いた 
と いう 。 五 十 万 の 大 軍 を 前 に し て 、 そ の 中 を 突き 抜け る こと 、 あ た か も 無人 の 野 を 行く が 如く に 易 々 
と や っ て の けた の で ある 。 こ の 長 板 の 戦 に お ける 武勇 伝 は 、 趙 塞 の 名 を 一 生涯 高め る 事 に な っ た 。 こ 
ТО шш ш л е О. 

で ある 。 

関 刀 、 張 飛 、 劉 備 が 相次い で 世 を 去っ た 後 も 、 趙 雲 は な お 主力 の 将軍 と し て 孔明 の 南 褒 征 伐 、 お よ 
び 北 伐 に 参加 し て いた 。 惜 し な べき 事 は 、 孔 明 の 二 度 目 の 北 伐 の 際 、 軍 勢 を 整え 終わ り 、 い よい よ 準 
備 が 整っ た と いう 時 に 、 重 病 の 為 こ の 世 を 去っ て し まっ た 事 で ある 。 多 の 国 に と っ て は 補い きれ な か 
い 大 損失 で あっ た 。 斬 の 後 主 劉 禅 (成人 し た 阿 斗 ) は 、 趙 雲 の 死 を 悼 ん で 大 将軍 の 称号 を 追 り 、 彼 の 
為 に 遍 堂 を 建て て 、 四 季 折 々 に これ を 祭っ た 。 
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横 掃 千 お ぐん 
長坂 の 英雄 に ふさ わし く 立 ち 回 り に 一 す の す 
きも な い 所 が 横 掃 千 軍 ( 千 人 の 軍隊 を な き 払 
う ) と 言わ れる 所 以 で ある 。 
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りか か る 。 フ ル に 気 を 集め れ ば 





p= 


月 斬 し ん げ つ ざん 
方 を 防御 する 技 。 切 れ ぬ 物 が な い 青 尋 剣 を 趙雲 が 持て ば 
さ に 鬼 に 金棒 だ 。 








DF し 1 


BBE か けん つい 
近 距 離 に いる 敵 の 力 を 使っ て 投げ 飛ば す 技 。 





よ 
チ を 浴び せ 、 動 け な く し て 
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曹操 は 赤壁 の 敗戦 後 、 都 の 西北 の 平定 を 欲し た 。 後 願 の 憂い を 断つ べく 、 ま ず は 
西 流 の 馬 騰 を 除 こ うと 考え た の で ある 。。 曹操 は 皇帝 の 語 勅 を 用 いて 、 馬 勝 を 迎え 
に で て 、 も て な す 振 り を 装い な が ら 、 隠 され て いた 部 下 に 馬 騰 を 殺害 させ た の で あ 
る 。 

遠く 西 涼 の 地 に あっ て 、 父 の 非 業 の 死 を 知っ た 馬超 は 、 悲 慎 懐 民 し 、 た ち ど こ ろ 
に 兵 を 起こ し 、 一 路 長安 に 向け て 進軍 を 開始 し た 。 頭 に ある の は 、 た だ 父 の あ だ を 
м 討つ こと の み で ある 。 

\ 復讐 戦 に 意気 に 燃え 立つ 馬超 に 率い られ た 軍 は 将 に 破竹 の 勢い 、 長 安 、 滝 関 を 一 

気 に 攻 め 下 し 、 洛 陽 を 眼下 に 見 下ろ す 所 に まで 達し た 。 お り し も ゃ 曹操 は 自ら の 精鋭 

部 隊 の 準備 が 整わ ず 、 配 下 の 武将 に 命じ て 馬超 を 向かい 討た せ た 。 だ が 、 干 禁 、 張 
閣 と いっ た 名 だ た る 武将 は あっ と 言う 間 に 打 ち 負 か され 、 馬 超 は 勝ち に 乗じ て 追撃 し て 来 た 。 曹 操 の 
本 陣 に まで も 肉薄 する 。 こ うな っ て は 曹操 も 逃げ る し か な く 、 軍 勢 に 紛れ て 逃げ 延び た 。 こ の 時 馬超 
は 、 部 下 に 曹操 の 特徴 を 伝え て 追い 求め させ た 。 曹操 は 赤い 錦 の 礼 を 脱ぎ 捨て 、 自 慢 の 長い 髪 を 切っ 
て 、 自 分 だ と 判ら ぬ よ うに し て よう や く 逃 げき る こと が で きた 。 赤 歴 で 負け て 以来 、 曹 操 に と っ て は 
最も 狼 狼 し た し た 場面 で あっ た 。 

馬超 は 一 世 の 購 桂 で あっ た が 、 惜 し むら 〈 く は 戦略 や 謀略 と いっ た 事 に 深い 洞 宗 は 無く 、 曹 操 を 相手 
に 幾つ か の 小さ な 勝利 は 得 た も の の 、 最 終 的 に は 曹操 得意 の 妊 計 に 陥っ て 大 敗 し 、 殆 ど 身 一 つ で 敗走 
s 、 漢 中 の 張角 を 頼っ て 落ち 延び て いっ た 。 

史 備 が 唆 を 攻略 し よう と し た 時 、 暫 の 領主 劉 理 は 張 箇 に 救援 を と うた 。 こ れ に 応じ た 張 知 は 、 馬 超 
率い る 援 兵 を 差し 向け た の で ある 。 こ れ に 対抗 する に 当たり 、 諸 萬 孔明 は 曹操 流 の 老 猪 な 作戦 を 用 い 
て いる 。 ГЕО) で ある 。 孔明 の 策 に か か っ た 馬超 は 張角 の 信任 を 失っ て 孤立 し た 。 も は や 漢中 
に 身 の 置 き 所 は な い 。 か と いっ て 故郷 の 西 涼 は 既に 曹操 の 占領 下 で ある 。 行 く 宛 の な く な っ た 還 超 は 、 


劉備 の 軍団 に 隆 っ た 。 | 
劉備 の 陣営 に 属す る よう に な っ て か ら は 、 馬 超 は 幾度 も の 城 攻め や 戦い の 場 で 軍功 を 上 げた 。 元 々 









эў х 2 
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か 


な っ 
勇猛 な 武将 と し て 声 望 が 西 涼 一 帯 に あっ た 男 で ある か ら 、 孔 明 に より 西 涼 一 淀 の 駐留 軍 を 負 か さ れる 
よう に な る と 、 辺 境 に 上 昭 み を きか 


し 、 異 民族 の 進入 を 防い だ 。 彼 は 生き て いる 間 異 民族 の 進入 を 許さ 

_ な か っ た の で 、 劉 備 は 後 願 の 愛 い 無く 、 中 原 と の 戦 

ҮМ に 専念 で きた の で ある 。 か くし て 馬超 6 また 、 劉 備 
軍 の 欠く べから ざる 人 材 と な っ た の で ある 。 
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過 肩 墜 か けん つい 


近 距 離 で 使う 投げ 技 。 
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ÞÁ ЛЫ 


SÆL 4F] LTR SRA Lík, FINDER CH F L7. Ê 
飛 、 趙 午 ら が 零 陵 、 桂 陽 を 占領 し た 後 、 長 沙 郡 に 向かっ た の は 関羽 で あっ た 。 出征 
の 前 夜 、 孔 明 は 関羽 に 向かっ て こう 言っ た 。 

[長沙 の 領主 韓 去 は 取る に 足ら ない が 、 配 下 に た だ 一 人 、 大 物 の 将 が いま す 。 Ж 
皿 と いう 者 で 、 大 弓 を 引き 、 百 歩 離 れ て 的 え お 外す 事 は な いと か 。 彼 の 軍 に 立ち 向 
か うに は 、 千 の 兵 で も 少な いと いえ る で し ょ う 。 

関 色 が 長沙 城 に 迫っ た と き 、 ま ず 楊 齢 と いう 者 が 、 自 分 の 力量 も わき まえ ず に 関 
羽 に 挑戦 し た が 、 あ っ と 言う 間 に 首 を 関羽 に 差し 出す 結果 と な っ た 。 そ こ で 黄 皿 は 
城 を 討っ て 出 て 、 関 羽 に 戦い を 挑ん だ の で ある 。 | 

ПЛО иН 23. НН, ВОТ ЕЛА 7:„ 戦う うち に 黄 
忠 の 乗馬 の 足 が 折 れ 、 黄 忠 は 大 地 に 投げ 出 き れ た 。 こ の と き 関 羽 は 黄 忠 を 斬 み うと すれ ば 斬れ だ が 、 
それ を 潔 し と せ ず 、 黄 忠 が 馬 を 代え る まで 待っ た の で ある 。 そ し て 三 日 目 、 黄 忠 は 得意 の 弓 を 持っ て 
出陣 、 関 汐 を 射殺 せる 明確 な 機会 が あっ た が 、 前 日 関羽 に 受け た 借り を 返 そ うと 思い 至っ て 、 あ えて 
関 付 の 甲 を 射 た に と ど め た 。 | 

両雄 は お 互い の 武田 を 惜しん だ 。 そ れ が 為 の 行い で あっ た が 、 こ れ を 城 か ら 見 て いた 韓 玄 は 、 両 者 
が 意 を 通じ て いる も の と 誤解 し 、 黄 忠 が 帰 人 する や 、 直 ち に 首 を は ね ろ と 命 を 下 し た の で ある 。 幸い 、 
日 頃 韓 玄 を 良く 思わ な か っ た 魏 延 が 黄 忠 を 助け 、 韓 玄 を 一 の も と に 斬り す て る と 、 城 門 を 開い て 関 
羽 の 軍勢 を 迎え 入れ た 。 以後 、 黄 忠 は 劉備 の 陣営 に 加わ る こと に な る 。 

後に 劉備 が 関羽 、 張 飛 の 復讐 戦 を 起こ し 、 上 呉 の 孫権 を 討 と うと し た と き 、 黄 忠 は 既に 七 十 五 歳 の 老 
人 で あっ た が 、 年 を も の と も せ ず 参 陣 し た の で ある 。 た だ 惜しむ な らく は 、 敵 の 直 中 に 飛び 込ん で 勇 戦 
し た 隊 、 重 包囲 に 陥り 、 そ の 身 に 幾つ も の 傷 を 負っ て 、 関 興 、 張 包 ら に 救出 され て 陣 に 戻る や 、 傷 の 
た め に 息 を 引き 取っ て し まっ た の で ある 。 | 

ERDE. ОХЕ ЕНЕ 8 1810311. FOR BORI BACIRBLLZÆKUTÐ 


る 。」 
黄 忠 の 死に 様 こ そ 、 将 に 武人 の 本 懐 で あっ た 。 
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劉備 


三国 の 中 で 、 劉 備 の 旬 ほ ど 建 国 へ の 道 が 険 し か っ た も の は な い 。 い と 早く 黄巾 賊 征伐 の 義勇 軍 に 参 
加 し 、 幾 つか の 戦功 を 立て た 彼 は 、 戦 後に 田舎 の 子役 人 職 を 受け た 。 係 権 や 曹操 が 貴族 の 家庭 に 生 を 
受け て 、 権 門 の 勢力 に 初め か ら 依 っ て 立つ 事 が 出来 た の と は か な り 様 相 が 異な る 。 劉備 は 四 十 歳 に な 
る 頃 ま で 各地 を 転々 と し 、 自 己 の 根拠 地 を 得 ず 、 他 人 の も と に 身 を 寄せ て いた 。 自分 の 夫 力 圏 を 持た 
ず 、 他 者 の も と を さき さま よい 歩い て いた この 男 が 、 い ずれ 曹操 や 孫権 と 天下 を 三 つ に 割っ て 争う 事 に な 
ろう な ど 、 一 体 誰が 想像 で きた で あろ うか ? 

成功 する 人 物 と いう も の に は 一 定 の 本 質 的 な 条件 が ある 。 劉備 の 長所 は 、 人 柄 が 良く て 人 望 を 得 た 
事 に 尽き る 。 諸葛 孔明 に 対し て 「 三 応 の 礼 ] を 尽く し た 事 か ら 見 て も 、 劉 備 は 才能 有る 者 を 見 る 目 を 
持っ て いた 。 た と えば 諸葛 孔明 は 、 オ 能 を 噂 きれ て は いた も の の 、 未 だ それ を 証明 する 業績 は 何 も な 
い 状 態 で あっ た が 、 そ ん な 孔明 の 所 へ 自ら 教え を を い に 出 か け て 行っ た の で ある 。 こ れ は 、 容 易 な 事 
で は な い 。 比べ る に 曹操 は 入 衡 、 楊 修 と いっ た 天下 の オ 人 を 容れ る こと が 出来 ず 、 直 接 政 は 間接 的 に 
彼ら を を 除い て し まっ た 。 こ れ を 見 る と 劉備 と 曹操 の 胸 徐 の 広 さ は 天地 ほど に も 違っ て 見 える 。 

この 人 柄 の た め 、 劉 備 の も と に は 常に あま た の 人 材 が 集まっ て 来 た 。 一群 の 才能 有る 人 物 た ち を 得 
て 、 痢 州 を 占領 し 、 西 川 に 入り 、 天 下 の 一 角 を 押さ きえ て 立つ こと が 出来 る まで に な っ た の で ある 。 中 
国 の 大 半 が 尊 操 の 葵 力 の 偽 威 を 受け て 支配 下 に あっ た と き に 、 及 の 地 に 建国 し て 尊 操 に 頑強 に 対抗 し 
た の だ 。 大 器 晩成 な ど と 言わ れる が 、 こ れ は そう 容易 な こと で は な い 。 

劉備 は 後に 関羽 の 復 仙 戦 で 呉 の 陸 孫 と 戦っ た 時 に 、 地 形 や 敵 情 の 判断 を 誤っ て 大 敗 し 、 鬱 々 と し た 
まま 白 芝 城 に て 世 を 去っ た 。 志 半ば に し て 中 道 に 崩し た と は いえ 、 彼 の こう し た 生き 方 を 見 る と 、 劉 
備 は 乱世 に お いて 類 希 な る すがすがしい 人 物 で あっ た と いえ る の だ ! 
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諸葛 亮 、 字 は 孔明 。 彼 は 三国 の 時 代 で 最も 傑出 し た 軍事 家 で あり 、 政 治 家 で あっ た 。 彼 が 歴史 の 表 
に 顔 を 出す まで は 、 中 国 は ほ ぱ 曹操 に より 制覇 され る 手前 まで 来 て いた 。 曹操 に と っ て 、 天 下 は も は 
や 上 易 々 と 、** 中 の 物 を 取る よう に 手 に いれ る は ず だ っ た の だ 。 そ れ が 、 彼 諸葛 売 の 出現 に よっ て 、 あ 
れ よ あれ よ と いう 間 に 事 態 は 急 転 し 、 三 国 県 立 の 微妙 な 情勢 へ と 変化 し た の で ある 。 

盟 備 は 、 劉 表 の 元 で 底 護 を 受け て いた 頃 、 徐 度 の 紹介 で 諸葛 亮 の 賢明 を 耳 に し た 。 そ こ で 教え を 求 
めん と 、 三 度 に わた り 彼 の 住処 を 訪れ た の だ が 、 一 度目 と 二 度 目 は 留守 の た め 会 うこ と が 出来 ず に 終 
わり 、 三 度目 に し て よう や くく 諸葛亮 本 人 に 会 うこ と が 出来 た の で ある 。 こ の 時 の 両 人 の 会 談 の 中 で 、 
諸葛 亮 の 提案 し た の が か の 有名 な 「 天 下 三 分 の 計 」 で ある 。 劉備 に と っ て 必要 な こと は 、 ま ず 痢 州 及 
び 西 川 の 両 地 を 得 て 、 自 分 の 根拠 地 を 確保 する こと で ある と 説い た の で ある 。 後 に 事実 が 証明 する よ 
うに 、 彼 の この 策 は 完全 に 正確 板 ま る も の で あっ た 。 劉備 は 彼 に 指摘 され た この 両 地 を 得 た 後 、 留 の 
国 を 建国 し 、 も っ て 曹操 に 対抗 する 事 が 出来 る よう に な っ た の で ある 。 ま だ 田舎 の 草庵 に 居る と いう 
状態 で 、 天 下 の 状況 を 推 宗 し て し まう 諸葛 亮 の 六 眼 さ 、 そ し て 的 確 な 見 解 を 述べ る 才覚 。 将 に 彼 こ そ 
三国 時 代 第 一 の 人 材 で あっ た 。 

劉備 に 仕 を る よう に な っ て 、 き さっ そく 諸葛 売 は 一 つの 大 難題 を 抱え る 事 に な る 。 

江南 を 虎視 肛 々 と 狙う 曹操 に 対抗 すべ く 、 彼 は 上 呉 の 軍師 た る 周 幸 と 手 を 結ぶ 戦略 を 立て た 。 赤 歴 に 
お いて 彼 は 計略 を 用 いて 曹操 の 八 十 万 の 大 軍 を 猛 火 の 中 に 焼き 減 ぼ し 、 更 に 戦術 的 に も 電撃 的 な 素早 
さ を 発 揮 し て 、 勝 ち に 乗じ て 追撃 し 、 痢 州 、 益 州 の 両 州 を 隊 く 間 に 占領 し た の で あっ た 。 

軟 の 建国 後 は 、 彼 は 軍事 的 才能 の みな ら ず 、 政 治 的 才能 を も 発揮 し て 、 厳 粛 な 法制 度 に よっ て 国 を 
治め 、 政 治 を 清明 に し 、 民 衆 が 安 ん じ て 生 活 で きる よう に し た 。 劉備 が 具 に 敗北 し 、 白 帝 城 で 月 じ た 
後 は 、 魏 に 対抗 する と いう 重責 は 彼 が 一 身 に 背負 うこ と に な る 。 国 内 を 安定 きせ た 後 、 彼 は 目 ら 兵 を 
率い て 雲南 の 不毛 の 地 に 深く 入り 、 有 名 な 「 七 描 七 縦 |」 を 行っ て 南 夏 を 平定 し た 。 し か る 後に 兵 を 返 
し て 北伐 を 実行 、 神 山 に 出兵 し て 関 
中 を 奪取 せん と し た 。 惜しい か な 、 
天 は 人 の 願い を 開き 入れ な か っ た 。 
諸葛 亮 の 北伐 計画 は 度々 繰り 返さ 
れ 、 六 度 も の 家 山 進出 で 幾つ か の 小 
さき な 勝 利 は 得 た も の の 、 結 局 寸 土 た 
り と る 領土 を 得る 事 は か な わ ず 、 曹 
魏 の 根本 を 揺るが す 事 は 出来 な か っ 
た の で ある 。 度 重 な る 出征 の 疲れ の 
為 、 彼 は 遂に 五丈原 で 病 に 倒れ た 。 
ое а 

っ だ 。 

その わずか 三 十 年 ほど の 仕官 の 
期間 中 に 、 彼 の 成 し た 業績 は 料 然 と 
輝い て いる 。 も し ゃ 彼 が いな か っ た 
な ら 、 三 国 の 時 代 な ど 存 在 せ ず 、 歴 
史 は 全く 異な っ た 展開 に な っ て いっ 
た 事 だ ろう 。 漢 室 の 中 興 と いう 目的 
は 果たせ な か っ た と は いえ 、 諸 葛 豪 
の 天地 に 通ずる 才能 は 、 後 世 の 人 々 
に 限り 無く 慕 わ れ 、 か つ 散 われ て い 
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この 詩 は 、 赤 壁 の 戦い の 前 夜 、 曹 操 が 詠ん だ も の で あぁ る 。 

民間 の 小説 で ある 「 三 国 志 演 義 ] は 、 劉 備 の 留 を 中 心 に 記述 し て いる 為 、 曹 操 は 
至る 所 で 不当 に あく どく 描か れ て いる 。 ま た 、 こ れ が た め 一 般 の 人 々 の 曹操 に 対す 
る 印象 は 、 偏 見 に 満ち た も の に な っ て いる 。 IHR] と いえ ば 、 悪 役 の 代名詞 と い 
うく らい の も の で ある 。 

だ が 、 事 実は 、 曹 操 は 詩 を 詠む 風流 和信 だ っ た し 、 な お か つ 一 流 の 用 兵 家 で も あっ 
RN Lo 諸葛 意 明 は 彼 を こう 評 し て いる 。 「 曹 操 の 用 兵 は 、 孫 子 、 上 呉起 を 初 御 と きせ 
п る 。」 と 。 曹操 は 、 古 代 の 孫子 、 上 呉起 流 の 正当 な 兵法 の 類 希 な る 使い 手 だ っ た の 
だ 。 も し 、 赤 壁 に お いて 諸葛 孔明 に 一 歩 譲り 、 大 敗 す る と いっ た 事 が な か っ た な 
ら 、 彼 は 早々 に 天下 を 統一 出来 て いた 事 だ っ た ろう 。 

さて 、 こ こ で 三国 志 の 主 役 た ち を ちょ っ と 簡単 に 比較 し て みよ う 。 和 孫権 は 人 欠 や 兄 の 偉業 を 受け 継い 
だ に 過ぎ な いと いっ た 点 が ある 。 劉備 は 、 人 幸 と 言え る 程 の 幸運 に 救 わ れん た だ け だ 、 と も 言え そう だ 。 
ひと り 曹 操 の み が 、 刀 と 檜 を 振る っ て 天下 を 討ち 平ら げ て 、 他 の 二 者 の な し 得 な か っ た 野望 を 達成 し 
て いっ た の だ 。 

曹操 は 若い 頃 、 人 相 見 で 有名 な 許 子 将 の 元 を 訪れ た こと が ある 。 そ の と き 許 子 将 は 彼 の 相 を こう 評 
し た 。 「 お 主 は 治世 の 能 臣 、 乱 世 の 好雄 じゃ 。」 と 。 

董卓 を 打 例 す る まで は 、 草 操 は 性 根 が まっ すぐ で 積極 的 な 忠 孔 と し て の 一 面 を 見 せ て いる 。 EM 
の 平定 に 参加 し て 功 を 上 げ 、 横 暴 な 董卓 の 刺殺 を 企 て 、 天 下 の 諸 侯 に 勤王 の 軍 を 起こ し て 閣 卓 を 討つ 
こと を 呼び か けた の だ 。 こ ん な 彼 が どう し て 後に 国賊 扱い を 受け る よう に な っ て いっ た か 。 

董卓 が 打倒 され た 後 、 漢 の 王室 は 無力 化し て 国家 を 抑制 する 能力 を 失い 、 各 地 に 散ら ば る 軍閥 、 諸 
侯 ら が 中 央 の 政府 の 命令 に 従わ ず 、 互 い に 利権 を 争い 、 互 い に 相 手 を 征服 し よう と 相 争 う 様 に な っ て 
いっ た 。 知世 に あっ て は 、 人 間 は 誰 し も 時 代 に 流さ れる 。 曹操 と て も 歴史 の 渦 の 中 に 巻き 込ま れず に 
は いら れ な か っ た 。 虎 と 狼 が 互い を 食い つく さん と 狙い あう 世に あっ て 、 曹 操 は 自己 の 力 に よっ て 、 
哀 紹 、 上 呂布 、 哀 術 と いっ た 野心 の 塊 の よう な ライ バル を 討ち 減 ぼ し て 、 中 国 の 北方 を 統一 し た の で あ 
る 。 この頃 に な る と 、 曹 操 の 心 は 以前 と 異な っ た 様相 を 星 し て くる 。 

|「 も は や 、 漢 の 王室 に 昔 日 の 力 を 回 復 さ きせ て や る 事 な ど 夢 物語 だ 。 天 下 は 能力 の 優れ た 者 に よっ て 
取っ て 代わ られ る べき な の だ 。 そ れ が 上 天 の 与 える 決定 的 な 宿命 な の だ 1! | 

そし て 時 代 は 新た な 方 向 へ と 流れ 始め る 。 曹操 は 購 り 高 ぶり 、 専 横 が 目立ち 始め 、 君 到 の 分 を わき 
まえ な い 億 越 な 振る 細い を する よう に な っ て 、「 乱 世 
の 妊 雄 」 БООКЕ Е КАСА. РЕ 
TR MEN Щ‹%Ь0 С, ВИН. КЛЕ BO NI 
葬り 去っ て 大 いな る 野望 を 達し よう と し た 曹操 は 、 赤 
壁 に 大 敗 し 、 そ お 意気 を くじ か れ て し まう 。 短 い 時 間 
で は 再び 天下 を 平定 し て 四海 の 内 を 手 に 入れ る 夢 を か 
な える 事 は 成す べく も な く な り 、 三 国 県 立 の 局面 が 形 
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器 布 の 武芸 の 強い 事 と 言え ば 、 駿 田無 双 で 、 張 飛 な ど を 除い て 誰 に も 後 れ を と っ 
た こと が な いと いう 位 の も の で ある 。 邑 布 は た だ 一 人 で 関羽 、 張 飛 の 二 人 を 相手 に 
戦っ て 後 れ を 取ら ず 、 更 に 劉備 も 戦い に 加わ っ て 、 三 人 が か り で で 責め た て られ る 
や 、 よ う や くく 支え きれ な く な っ て 逃げ 去っ た と いう 事 が あっ た が 、 こ の 場合 、 誰 が 
勝者 で 誰が 敗者 で ある と 言え る の だ ろう 。 も し 一 対 一 の 戦い で あっ た な ら 、 と 考え 
て みれ ば 、 や は り 呂 布 に 勝る 者 は 存在 し な い だ ろ う 。 

音量 は 千里 の 馬 の 赤 兎 を 用 いて 品 布 を 買収 し た 。 ЖЕ ЕНА KREM 
呂布 を 得 た の だ 。 昔 卓 の 気 炎 は いや 増す ば か り で ある 。 反 董 卓 陣 営 の 王 旬 は 董卓 を 
除く べく 謀っ て いた が 、 ま ず は 呂布 を 引き 離す べく 、 美 女 紹 婦 を 使っ て の 「 連 二 の 
ЁТ] で 両者 を 仲 違 わ しさ せよ うと し た 。 ま ず 郡 婚 を 呂布 に 引き 合わ せ て お いて 、 後 で 董卓 に 急 巡 を 差し 
出し た の で ある 。 呂布 は 董卓 に 紹 旭 を 取り 上 げ ら れ た と 感じ た 。 連 二 の 計 は 功 を 奏し 、 呂 布 は 董卓 と 
反目 し 合う 様 に な っ た 。 邑 布 は 機会 を うか が っ て 、 董 卓 が 外出 し た お り に これ を 殺害 し た 。 短 い 間 に 、 
呂布 は 気 の 向く まま に 何 度 も の 反逆 を 繰り 返し た の で ある 。 

彼 は 友人 を 持て る タイ プ で は な か っ た 、 信 用 の お け な い 、 狼 の 様 な 心 の 男 だ っ た 。 董卓 が 殺さ れ た 
後 、 呂 市 は まる で 宿 な し の 犬 の 様 に 流亡 の 生活 を し 、 誰 を 頼っ て いっ て も 、 そ こ に 長く 留まる こと は 
な か っ た 。 四 方 を きす ら っ た あげ く 、 最 後に は 劉備 の 元 に 転がり 込ん だ が 、 劉 備 が 出征 中 の 、 空 同然 
AA 

よう が か が? 

最後 に は 曹操 に 破れ て 、 将 に 処刑 され よう と いう と き に 、 劉 備 の 温情 に す が ろ うと 試み た が 、 さ す 
が の 情 に 篤い 劉備 も 、 助 け よ うと は し な か っ た の で ある 。 結局 その 身 の 武芸 で 他人 を 驚か せ は し た が 、 
勇猛 な だ けが 取り 柄 で あっ た 呂布 は 、 AS РОШ JR е 
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曹操 は よく 人 を 用 いた 。 数 多く の 武将 が 彼 の 元 に 集まっ た が 、 そ の 中 で も 最も 優 
れ て いた 者 が 典 章 で ある 。 典 章 は 曹操 の 親衛 隊 の 隊長 を 務め 、 草 操 も 彼 に 絶大 な る 
信頼 を 寄せ て いた 。 後 に 彼 は 曹操 を 守っ て 最期 を 遂げ る が 、 典 章 を 失っ た こと は 曹 
操 一 生 の 痛恨 事 で あっ た 。 

ある 時 、 曹 操 の 軍 は 呂布 の 軍勢 の 攻勢 を 支え を きれ ず 、 四 方 を 囲ま れ て し まっ 
た 。 曹操 は 大 声 で 助け を 求め 、 典 章 に 助け られ て 囲み を 切り 抜け た 。 な お も 玉 布 の 
大 軍 が 迫っ て 来る 。 典 章 は 何 十 本 も の 短 載 を 携え 、 部 下 の 兵 士 に 命じ た 。「 敵 が 十 
歩 ま で 来 た ら 俺 に 知ら せろ 。」 そし て 彼 は 木 の 後 ろ に 回 っ た 。 「 十 歩 ま で 来 ま し 
た ! ] 兵士 が 伝え る 。 典 章 が また 言う 。 「 五 歩 ま で 来 た ら 知ら せろ 。」 「 た だ 今 、 
五 歩 で す ! 」 と 兵士 が 大 声 で 伝え る 。 そ こ で 典 意 は 木陰 に 隠れ た まま 短 載 を 英 め が 
け て ヒョウ と 投げ つけ る 。 短 載 が 一 閥 し 、 敵 の 一 人 が ドウ ッ 、 と 倒れ る 。 短 載 が 一 つ 投 げ ら れる 度 に 
一 人 が 倒れ る 。 一 つと し て 的 を 外さ な い 。 次 々 に 仲間 が 倒さ れ 、 追 手 の 兵 た ち は す っ か り ひ る み 、 一 
斉 に 逃げ 散っ た 。 作 戦時 に お ける 典 章 の 勇敢 さ は か くも 見 事 な も の で あ た 。 

典 召 の 死 は 、 草 操 の 過ち に よる も の で あっ た 。 張 繍 が 曹操 に 降伏 し た と き 、 曹 操 は 張 繍 の 叔母 に あ 
RIKK KALA THA. Bh BDB. KM Rr ЖЮ TC HEROES. Соф) иво 
に いた 典 章 で あっ た が 、 外 の 兵 馬 の 音 を 耳 に する や 、 が ば り を 身 を 起こ し 、 常 に 肌身 離さ きず に お いた 
一 対 の 載 と 、 一 振り の 刀 を ひっ つか み 、 鎧 も 甲 も 身 に つけ ぬ ま ま 、 曹 操 を 守り に 駆け つけ た の で あっ 


だ た 。 

典 章 は 、 敵 兵 を 二 十 数 人 も 切り 倒し た 。 敵 兵 は と て も 典 音 に 近づけ ず 、 遠 巻き に し て 矢 を 雨 の 如く 
浴び せ か けた 。 典 章 の 全身 に 数 十 本 の 矢 が 突き 立っ た ! し か し 典 意 は 門 の 出口 を 守っ て 一 歩も 動か ず 、 
曹 操 の 所 に 敵 兵 を 寄せ 付け な か っ た 。 や が て さしも の 田 士 も 、 お び た だ し くく 流れ出 る 血 の 海 の 中 、 一 
声 大 きく 敵 を 一 喝 し て こと 切れ た 。 そ の 気迫 は 死 し て な お すさ まじ く 、 目 の 当たり に 見 た 双 勇 ぶり に 
肝 を 潰し た 敵 兵 は 、 誰 一 人 と し て この 勇士 の 慣 に 近づけ な か っ た 。 耐 操 は 典 章 の お か げ で 追手 に 追い 
つか れず 、 逃 げ 切 る こと が 出来 た の で あっ た 。 

曹操 は 自分 が 美女 に うつ つ を 抜か し た こと が 元 で 典 章 を 死な せ て し まっ た と 、 大 い に 悔 いた と い 
う 。 
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徐 易 が 曹操 の 陣営 に 加わ っ た いき さ つ は 以下 の 如く で ある 。 

董卓 が 刺殺 され て か ら 後 、 元 董卓 の 配下 だ っ た 者 た ち は て ん で バラ バラ に な っ て 
し まい 、 幾 つか の 軍 際 集団 に 分 か れ て 利権 を 争い 、 お 互い に 相手 を 征服 し よう と 、 
果て ども な く 戦 い 続け 、 民 衆 は 塗 炭 の 苦し み を 味わわ され た の で ある 。 SÆ, 0 
の 両 名 は それ ら の うち の 一 例 で ある 。 こ の 両 名 の 軍閥 は 、 片 方 が 皇帝 を 擁 せ ば も う 
一 方 は 公卿 、 大 臣 た ちの 身柄 を 確保 する と いう 具合 に 、 互 い に 譲ら ず 、 長 安城 外 で 
天地 を 暗く する ほど の 争い を 繰り 広げ て いた 。 献 畜 は この 状況 に 愛想 を 尽 か し 、 皇 
帝 擁 護 派 の 楊 泰 、 董 承 と いっ た 者 た ちの 手引 き で 長安 を 逃げ 出し た の で ある 。 この 
時 、 楊 奉 軍 の 大 将 と し て 仕え す て い た の が 、 徐 晃 で あっ た 。 献 座 を 救出 し て 、 洛 陽 へ 
向かう まで は うま く 事 が 運ん だ が 、 李 ・ 郭 の 両 名 も 星 帝 を 奪い 返さ ん と 、 洛 陽 城 外 
まで 追い か け て 来 た 。 あ わ や と 言う と ころ で あっ た が 、 お り し も 曹操 の 軍勢 が 皇帝 を 救う べく 洛陽 近 
くま で 駆け つけ て お り 、 曹 操 軍 に よっ て 李 ・ 郭 ら の 軍 は 蹴 散 らち され た の で ある 。 献 益 は た いそ う 喜 ん 
で 、 曹 操 を 大 臣 の 位 に 取り 立て た の で ある 。 

さて 、 一 番手 柄 が 曹操 の も の と され た 事 は 、 楊 春の 不満 を つの ら せ た 。 そ の た め 楊 泰 は 、 曹 操 が 許 
昌 に 移動 する 際 に 、 徐 見 を 派遣 し て 攻撃 きせ た の で ある 。 こ れ に 対し て 曹操 は 、 許 昌 に これ を 迎え 討 
た せ た 。 両雄 の 戦い は すさ まじ く 、 耳 角 の まま に 引き 分 け と な っ た 。 曹操 は それ を 見 て 、 徐 晃 に 一 目 
置く よう に な っ た 。 か ね て か ら 天 下 の 英 雄 を 自分 の 配下 に 加え た いと の 野望 を 持っ て いた 曹操 は 、 き 
下 の ひ と り 満 鶴 を 使者 と し て 送り 、 徐 見 を 説得 させ た 。 満 吸 の 熱心 な 説得 が 功 を 奏し て 、 徐 見 は 曹操 
の 軍門 に 降っ た の で ある 。 徐 晃 を 引き 抜か れ た 為 、 楊 泰 の 軍 は 要 を 失っ て も ろく る も 崩壊 し た 。 ; 

その 後 、 曹 操 は 全土 を 平ら げ 、 民 心 を 安定 きせ 、 和 皇帝 を 洛陽 か ら 許 昌 に 招い た 。 和 皇帝 を 擁し 、「 天 
下 の 威 に よっ て 諸侯 に 号令 する 」 事 で 中 国 全 土 へ の 政治 的 権力 を 確保 し て いっ た の で ある 。 も し 、 徐 
晃 が 曹操 の 陣営 に 参加 し て いな か っ た と し た ら 、 楊 泰 は 今 し ば らく は 曹操 相手 に 戦っ て いら れ た 事 だ 
ろう し 、 そ う で あれ ば 曹操 は 皇帝 に 居 都 を 強要 する 事 な ど 出来 ず 、 そ の 後 の 「 位 人 臣 を 極 む ] と いっ 
た 状況 に は 到底 成り 得 な か っ た 事 だ ら ろう 。 こ うし て みて も 、 徐 晃 は 曹操 に と っ て 無く て は 成ら ぬ 将 軍 
の ひと り で あっ た の だ 。 ず っ と 後に な っ て 、 諸 葛 北 明 が 中 原 に 兵 を 進め た 際 の 戦い で 、 人 徐 見 は 生 達 の 
放っ た 一 矢 を 額 に 受け て 落 命 し た 。 事 年 五 十 九 歳 で あっ た 。 
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計 人 


曹操 が 黄巾 賊 の 征伐 に 携わっ て いた 頃 の こと で ある 。 連戦 先勝 し て 、 逃 げ て 行く 
百名 ほど の 黄巾 賊 を 追撃 し て いた と き で あっ た 。 百姓 と 思わ れる ひと り の 巨漢 が 、 
槍 を し ご いて 黄巾 賊 に 毅 い か か り 、 次 々 に 賊 を 穴 に 追い 落と し て いる の に 出くわし 
た 。 そ ば に いた 典 章 が 、「 そ こ で 黄巾 賊 を 倒し て いる 大 男 、 い っ た い お 前 は 何 奴 
だ ?」 と 、 問 いか けた が 、 そ の 男 は 不 避 な 態度 で 、 返 事 も $ せ ず 、 典 章 の 追っ て いた 
賊 を さっ さと 片づけ て し まっ た 。 典 章 の 怒る まい 事 か ! か っ と な っ て その 大 男 め が 
け て 突き か か る 。 た ち ま ち 両 者 の すさ まじ い 戦い と な っ た 。 と ころ が 二 人 の 腕 は 
まっ た く の 互 角 で 、 い つ 勝 負 が つく や ら 見 当 も つか な い 。 これ を 見 た 曹操 は 一 計 を 
案じ 、 こ の 巨漢 を 捕らえ させ た 。 

ふん じ ば られ 、 曹 操 の 前 に 引き 出さ れ た だ 大 男 、 名 を 問わ れ て 初め て 大 声 で 名 乗っ 
た も の で ある 。 「 俺 は 許 裕 と いう 者 だ 。」 と 。 彼 は この 数 ヵ月 、 周 辺 の 村々 の 若者 を 率い て 黄巾 賊 と 
戦っ て いた の だ 。 黄巾 賊 が 曹操 軍 に 打ち 破 ら れ た の を 幸い 、 逃 げ て いく 奴等 の 残党 詩 り を や っ て いた 
の で あっ た 。 環 操 は 、 放 裕 の 勇猛 さ を 気に入っ て 配下 に 加え 、 都 尉 に 取り 立て た 。 

曹 探 の 配下 に 加わ っ て か ら 、 許 補 は 多大 な る 和 軍功 を 立て 続け た 。 

馬超 が 父 の 代 を 討 と うと 、 西 涼 兵 を 引き 連れ て 洛陽 郊外 へ 攻め 寄せ て きた と き 、 曹 操 は あわ や 殺さ 
れ か け て 、 栃 を 捨て 、 明 を 切っ て 逃げ まどっ た 。 そ ん な 戦い の 中 で 、 あ る 時 曹操 は 天候 が 悪く な る の 
を 知っ て 、 土 塁 と 凍っ た 土砂 と で 出来 た 城 を 一 晩 で 築き 、 馬 超 に 相対 し た 。 翌朝 、 わ ず か 一 晩 で 城 が 
出来 て いる の を 怪し ん だ 馬超 は 、 近 くま で 敵 情 視 察 に や っ て 来 た 。 少し 離れ て 曹操 の 軍勢 を 見 や れ ば 、 
曹操 の 側 に 一 人 、 厳 つい の が 控え て いる の が 見 える で は な いか 。 目 を 凝ら し 、 如 何 に も ご つい 面 構え 
の その 巨漢 が 、 か の 「 虎 痴 」 話 裕 で 有る と 知っ た 馬超 は 、 以 後 は 軽々 し く 動 く の を 控え た と の 事 で あ 


る 。 

し ば らく し て 、 話 裕 は 曹操 の 止め る の も 聞か ず 、 馬 超 に 挑戦 状 を 叩き つけ た 。 一 騎 打 ちの 申し 入れ 
で ある 。 む ろ ん 馬 超 も 堂々 と 受け て 立っ た 。 両 軍 の 兵士 を 見 守る 中 、 両 雄 は 激しく 死闘 を 織り 広げ た 。 
互角 の 勝負 、 い つ 決 着 が 付く と も 知れ な い 。 

曹操 は 遠方 か ら 観戦 し て いた が 、 両 者 が 一 歩も 譲ら ず に 戦い 続け る 様 を 見 る あと 、 こ の まま で は [ПШ 
席 相 打ち 」 状態 と な っ て 、 話 補 が 傷つく の で は と 恐れ た 。 そ こ で 合図 を 出し て 、 許 裕 を 引き 上 げき させ 
АИ | ーー る 。 話 裕 が 引き 上 げ か ける と 。 馬超 は ここ ぞ と ば か 
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な る 。 乱戦 の さなか 、 許 補 は 甲 を 失い 、 矢 傷も 5 負っ 
た が 、 幸 い 味 方 の 兵 に 守ら れ て 城内 に 逃げ 込む 事 が 
出来 た 。 

典 章 の 死後 も 、 許 袖 は 引き 続き 曹操 の 衛兵 隊長 と 
し て 勤め を 果たし た 。 「 虎 痴 ] の 異名 を と っ た 彼 
は 、 草 操 の 身辺 の 警護 の みか 、 あ また の 戦場 で の 軍 
功 も 重ね て いっ た 。 彼 の 武勇 の お か げ で 、 曹 操 は 幾 
度 危急 を 救 わ れ た か 知れ な い 。 
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REK こげ き は 

ол ÆR INT & 2 FERE 4 
は 広い 

と の 上 ラル に 気 を 集め れ ば さら に パワ ー ア ッ プ し て 何 メー 
トル 先 ま で 攻撃 で きる 。 対戦 する 場合 、 用 心 す べき だ 。 





て 突っ 込ん で 来る 恐怖 の 必殺 





WD=U 


が こ ぼ く よう 
плин 2 еЗ る 前 
さっ て し まう 。 


ЖЕБЕ EDD EMA 





こ ぼ く 
羊 | 同様 、 体 重 を 使っ て 覆い か ぶす の だ が 、 和 殺傷 
弱く な る 。 


б: 
йө 
Hi 


こち けん 


、 げ きち つ 





sið 


Ka ー#。\ 
FIRIR ۰ ا‎ 

曹操 は 董卓 暗殺 に 失敗 し た 後 、 各 地 を 転々 と 逃げ 回 りつ つ 、 新 た に 兵 を 集め 、 軍 馬 を 買っ て 、 再 起 
を 図る 準備 を し て いた 。 そ の ころ に 夏侯 昼 ・ 夏 侯 湯 の 兄弟 は 曹操 の 元 に は せ 参 じ た の で あぁ る 。 
彼ら は 曹操 と は 宗 族 に 当たる 。 草 操 の 父親 の 姓 は 元々 ぐ 「 夏 候 ]| な の で ある 。 曹 操 の 祖父 に 当たる 草 
騰 は 、 官 官 で あっ た 。 そこで 養子 を 取っ た の だ が 、 そ れ が 草 操 の 父親 と 言う わけ だ 。 養子 と な っ て か 
о. ГЕЈ 姓 を 引き 継い だ の で ある 。 ま あ 、 元 を 正 せ ば 夏侯 の 兄弟 は 芽 操 と 同族 と 言う こと で ある 。 
曹操 が 呂布 と 戦っ た と き 、 夏 侯 悼 は 兵 を 率い て 出 戦 し た が 、 行 軍 中 に ば っ た り と 局 布 軍 の 先 銚 、 高 
順 の 一 隊 に 出くわし た 。 上 夏侯 悼 は まっ し ぐら に 高 順 めがけ て 突進 する 。 高 順 で は 到底 彼 の 敵 で は な い 。 
た ち ま ち 支 えき れ な く な っ て 、 は ほう は ほう の 体 で 逃げ に か か っ た 。 上 夏侯 悼 は それ に 乗じ て 追撃 を か ける 。 
高 順 不利 と 見 た 呂布 軍 は 、 囲 み を 破っ て 高 順 を 逃 が そ うと 、 雨 あら れ と 矢 を 放っ た 。 そ の うち の 一 本 
が 、 ぷ っ つり と 夏侯 乙 の 左目 を 射 抜い た の で ある 。 大 声 を 上 げ る 夏侯 悼 。 刺さ っ た 矢 を ぐい と 引き 抜 
<. 目玉 が ず ぼ ぽっと 抜け て 出 て 、 辺 り に 血 が さっ と 飛び 散っ た 。 

夏侯 憧 は 騒が ず 、「 父 の 精 、 母 の 血 ぞ 、 乗 て て な ろう か ! | と 言う な り 、 自 分 の 目玉 を その 場 で パ 
クリ と 食っ て し まっ た 。 これ 以降 、 彼 は 「 独 眼 竜 ] と 呼ば れる よう に な る が 、 人 和 隻眼 と な っ て か ら も 、 
彼 の 作戦 指揮 能力 が 衰え た と 言う よう な 事 は な か っ た 。 _ 

夏侯 憶 ・ 夏 侯 淵 の 両 将 は 、 曹 操 軍 に と っ て 欠く べから ざる 双 将 で あっ た 、 大 小 の 戦 に 常に 出 戦 し 、 
実戦 で は 両 人 と も 馬 を 駆け めぐ ら せ て 武勇 を 振る っ た 。 そ し て 、 両 人 と も に 忠義 の 人 で あっ た 。 だ が 、 
惜しむ な らく は 両 人 と も 勇 に 偏り すぎ て 、 知 謀 に 欠け る 面 が あっ た 事 だ 。 BEMIS E DERT. KDE 
略 に 陥っ て 戦死 を 遂げ て いる 。 曹操 は 彼ら が 知 勇 兼備 で な い 事 を や や 惜しん だ が 、 草 操 自 身 が 並 は ず 
れ た 知略 の 持ち 主 で あっ た の だ か ら 、 互 い に 補 っ て 余り ある も の が あっ た と 言う も の で あぁ る 。 





破 地 拳 は ち け ん 
夏 候 悼 の 牽制 技 。 気 を 地 中 に 印 
向 わ せ 放 出さ せる 。 フル! 
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撃 頭 衝 げき と うし ょ う 
頭 を 武器 に し 敵 に ぶつ ける Í. 





ud=2 


回 旋 脚 刀 か いせ ん きゃ く と う 
上 方 を 防御 する 技 。 殺傷 力 は 大 きい 
く 、 な る べく 使用 を 避け た ほう が よ か ろ う 。 
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tk こう つい 
EBD bi に 抱き つき 後方 に 投げ つけ る 近 距 離 で 使う 投げ 


Су 
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極 の 必殺 技 。 フ ル に 気 を 
を 連発 すれ ば 無事 で は す 





ЕП СЕ: ЛЕРИ ЗИРЕ аЬ 
。 フ ブル に 気 を 集め れ ば スピ ー ド アッ 
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連環 肛 れん か ん た い 

夏 候 淵 の 究極 の 必殺 技 。 フ ル に 気 を 集め て か ら 敵 を 捉え 、 

立て 続け に 六 回 連環 腹 で 相手 に ダメ ー ジ を 与え 、 目 が 
で し まっ た 所 で 後方 に 投げ つけ る 技 。 
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USER SUPPORT 


OL FF R— КАЈА Ло Ek, Жї 
ар КЕ СС А К Еу 
LON, АТ. ЖАКАН А 操作 方 法 が わ 
か ら な か っ た と き は 、 も う 一 度 マ ニュ アル を 良く お 読み 下さ い 。 それ で も 
正常 に 動作 し な い 場 合 は 、 下 記 の 事項 に つい て ご 確認 の 上 、 お 電話 で お 願 
いし ます 。 

また 、 万 一 ディ スク を 破損 し て し まっ た 場合 、 新 し い 物 と 交換 きせ て いた 
だ きま す 。 な お 、 交 換 手数 料 を 1500 円 と きせ て いた だ きま す 。 


1. 商品 名 

. ご 使用 の 機種 

. 環 境 (メモ リ な ど ) 
. 不良 状況 


サポ ー ト 時 間 は 、 午 前 1 0 時 - 午 後 5 時 まで と な っ て お り ま す 。 誠 に 勝手 
で は あり ます が 、 本 製品 の サポ ー ト は 、 ユ ー ザ ー サ ポー ト 登 録 ハ ガキ を ご 
返送 いた だ いた お 客 様 に 限ら ちら せ て いた だ きま す 。 

注 : ゲー ム 攻 略 法 に つい て は ユー ザー サポ ー ト で は 、 お 答え で きま せん 。 


є о> М 


т 163-07 東京 都 新 宿 区 西新 宿 2-7-1 新宿 第 一 生命 ビル 15 階 
Tel. 03(3343)8911 Fax. 03(3343)8915 
ユー ザー サボ ポ ボート Tel. 03(3343)8900 
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